
患者急変シミュレーションコースの事前勉強用途として試作した

汎用ｅラーニング教材の制作報告
As a prototype for studying patients with sudden change in advance of the simulation course, reports on the production of a 
generic e-learning materials.
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アブストラクト

二次救命処置のシミュレーションコース（以下ＡＬＳコース）は、国内の医療職の間で

人気を得ている。しかし、参加する受講生の事前知識にはばらつきがあり、一定のゴー

ルに到達するのに困難を覚える受講生もいる。受講生のレベルが揃えば講習の質を保ち

やすく、受講生自身も得るものが大きくなると考えられる。当研究ではALSコース受講生

が、コース受講に必要な事前知識をコース開始前までに手に入れるためのeラーニング

コースを試作したのでその過程を報告する。
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１．はじめに

国内で開催されているALSコースはAHAーACLS

コースおよびICLSコース(以下、各ALSコースと呼

ぶ)が有名である。受講生は医療職とされている

が、どちらコースにも標準の病院業務としては医

師のみに許されている行為が、講習内容に含まれ

ている。それはたとえば以下のような内容であ

る。

・除細動適応であることの診断

・心電図の解読 心室細動

・投与する薬剤の決定治療のアルゴリズムの決定

・薬剤の投与の決定とその支持

例えば看護師の判断による除細動を公式に許可し

ている病院は多くないと考えられるし、薬剤投与

の指示を許可している病院に至っては限りなく少

ないであろう。不慣れな手技をトレーニングとは

いえ実施することには知識的にも心理的にも抵抗

があること容易に想像が付く。つまり、看護職を

はじめとする医師以外の医療職にとってＡＬＳ

コースは精神的にも知識的にも受講のハードルが

高い可能性があると言えよう。

当然のことながらコース完遂のためには使用薬

剤・蘇生のアルゴリズムなどについて十分な知識

が求められるが、以上のような知識的障害もあ

り、全ての受講生の事前準備が十分とは言い切れ
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ない。逆に見れば、事前知識を十分に身につける

ことによって、コースの効果が高まる可能性があ

ると考えられる。

２．試作概要

制作物　　：ｅラーニングコース　１５分×４本

対象者　　：各ＡＬＳコースを受講する予定の医

師以外のメディカルスタッフ

医学的根拠：心肺蘇生法のガイドラインについて

はアメリカ心臓協会策定[1]のものを使用した。

ＬＭＳ　　：Moodle 1.9

開発教材　 ：BLS総復習コース、除細動器の使い

方コース、心電図で見る重度の不整脈コース、脳

卒中コース　以上４点

受講生の負担にならないように、一科目あたり

15分程度で学習が完了するようにした。

各ALSコース受講生に、urlを案内し、学習するよ

うに伝えた。

３．運営結果

筆者が所属するＡＨＡの国際トレーニングセン

ターでは看護師向けＡＣＬＳコースを実施してい

る。ここで実施された2009年11月から2010年2

月までの計4回のACLSコースの受講生計２９名を

対象とした。受講生の職種別人数は看護師２７

名、放射線技師１名、医学生１名であった。受講

を開始した受講生２９名。受講を完了した受講生

は２９名であった。

４．考察

任意であったにもかかわらず、全てのＡＬＳ受講

生が、ｅラーニングによる事前学習を開始しそし

て修了した。評価も概ね高く効果が高かったこと

が示唆された。一方、教材内のナビゲーションの

わかりやすさについては低評価が多く、教材の進

捗時に困難を覚えている受講生がいることが分

かった。

５．おわりに

インストラクショナルデザインの基本のひとつと

して、入口を均質にすると言うことが上げられる

[2]。今回試作した教材で学習することによって、

各ＡＬＳコース受講者の知識水準が均質になる可

能性がある。今後は当該ｅラーニングに興味のあ

る各ＡＬＳコース運営者と連絡を取りあい、当該

ｅラーニング受講者の数を数百名程度に増やした

上で更なる実証実験を続け、非医師で各ＡＬＳ

コース受講を検討している受講生の心理的・知識

的負担を減らしていきたい。
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